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ブラジル日食観測計叢進む
　來る1940年十月1日に南米一南阿あたりに學｝暫寺望の皆既日食がある事は本誌
12月號にも記した通り．欧洲に職雫がなければ學者達は多く南阿に出張する筈
であるが，目下の國際欲勢では，只，米國學者のみが活躍するだろう．わが山
本一清會長は，引際天文同盟日食部委員でもあり，此の際我が日本の學術と文
化的饒力を示す上に於いても，是非此の観測に出張したい希望で，一昨年來，
各種の準備調査をしてみるが，四々此の日食槻密計書打ち合はせのため，わざ
わざブラジルから蹄朝した天：文協會南米支部長乖申屋信一氏と詳細にわたり相談
の結果，いよいよ具罷的に計雷を進めることNなった．観測地はブラジル國内
に多分3ケ所を選び，其のうちペルナンブコ市とアカ1ラ市とは確定的である．
　観測開戸は5人乃至10人で東亜天文協會の會胴中から之れを選出し，槻測器
械等は目一ド整備中である．一行は七月初めに耐戸を出帆し，インド洋を経て目
的地に向ふ筈であるが，山本博士は米國及び諸所の天文豪歴訪のため，六月に
横濱から東航する豫定である．何れにしても，此の日本よりの遠征は，米國の
優秀な二七除と同時艘測をする晴れの野壷なので，日本の朝野は勿論，ブラジ
ル方面の邦人たちの後援も大に期待される．〔急報393より〕
質 疑 答
問ひ．御手藪ながら，下記の事項御教へ願ひます．（長野縣II生）
答へ．米國饗星協會所在地
　　　　A．A．　V．　S．　O．　c／o　Harvard　College　Observatory，　Cambridge，
　　　　Mass．　（U．　S．　A．）
　　　國際天女同盟の本部
　　　　1．　A　U．　c／o　Sterrewacht，　Leiden，　（Holland）
　　同　　上　　の総幹事
　　　　Dr．　J．　H．　Oort，　1．　A，　U．　General　’Secretary，　Sterrewacht，　Leiden
　　　　（Hol］and）
　　大英天女協含観測割愛星課畏　Director　of　Varial・le　s・　tars・　Ol，serving　ScCtion，　B．　A．　A．
　　　　Dr．　Ferix　de　Roy，　15，　Benedictus　Straat，　Mortsel，　Antwerp．
　　　　（Belgium）
　　A．G．協含
　　　　A．　G．　bei　Astrophysikalisches　Observatorium，　Potsdam．
　　　　（Germany）
　　アストロノ三シエ・ナハリヒテン編輯長：Redaktor，　A．　N．
　　　　Dr．　H．　Kobold，　80，　Moltke－strasse，　Kiel．　（Germany）
　　國際天文同盟第27委員献酬
　　　　Dr．　R．　S．　Dugan，　Princeton　University　Observatory，　Princeton，
　　　　N．　J．　（U．　S．　A．）
　　ベルリン市天女計算局
　　　　Astronomiches　Rechen－lns：itut，　40，　Altenstein－strasse，　Berlin－
　　　　Dahlem．　（Germany）
